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ASTRO-Hは、2014年に打ち上げ予定の日本で 6番目の X線天文衛星である。硬 X線帯域をカバーする 2台
の硬 X線撮像器 (Hard X-ray Imager; HXI)と 2台の軟ガンマ線検出器 (Soft Gamma-ray Detector; SGD)を搭
載し、「すざく」硬X線検出器に比べ、約 10–100倍高い検出感度を 5–600 keV帯域で実現する。
HXIおよび SGDはともに、アクティブシールドを構成することでバックグラウンドの低減を行う。アクティ

ブシールドには、BGO(Bi4Ge3O12)結晶に保持機構部材を接着し、反射材を巻き付け、アバランシェフォトダイ
オード (APD)を光学接着して製作した BGOユニットが用いられている。主検出器を覆うために、HXI用 BGO
ユニットは 9個、SGD用は 25個で一つの検出器を組上げる。よって全体で、HXI 9× 2台+SGD 25× 2台=68
個、予備を加えると 77個のシールド検出器を製作しなければならない。
本講演は 2012年秋季年会W19aの続編である。衛星搭載品 (FM)と同じ形状を持つ試作品 (EM) 結晶では、単

体試験で良好な発光量を確認した。EM結晶を FMと同じ工程で組上げた後の性能試験でも、運用温度−20 ℃で
エネルギー閾値 (LD)が 100–140 keVと確認でき、アクティブシールドの設計目標を満足することを検証した。
この結果を受けて次に、FM BGOユニットを評価する試験計画を進めている。ここでは、運用温度である−20

℃で、結晶単体で測った結果から想定される LDが達成できているか、温度サイクルで機械的・電気的な不具合
が生じないか、などが検証項目となる。


